
イクボス・
ファミボス
の実践
企業の取組事例からみる

ワーク・ライフ・バランス実践のヒント

じょせい

女 星 活 躍 と っ と り 会 議・鳥 取 県
イクボス・ファミボス普及推進委員会

実践企業の取組

制度充実、
人材育成にも力

1 社員に寄り添った
両立支援制度の充実

2
誕生日休暇の付与など、
社員のワーク・ライフ・
バランスを推進
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　子育て支援の充実や休暇の取得推進など、社員
のニーズをくんだ働きやすい環境づくりを進めてい
る。男性社員の育児休暇取得は２００３年からあり、
家庭と仕事が両立できる社内風土づくりに早くから
取り組んできた。
　その理由について、浦部明郎社長は「人材は当社
の最大の財産。家庭生活の充実が仕事にも良い影
響を与えると考え、制度の充実を図ってきた」と話
す。業務内容は、測量や設計、地籍調査など。専門的
な技術を必要とする仕事であり、資格取得などに関
わる費用を全額負担するなど、人材育成にも力を注
ぐ。
　社員の声に耳を傾け、休暇を取りやすくする制度
も積極的に導入している。有給休暇は３０分単位で
取得でき、昨年度の取得率は７２％に達した。子ども
の看護休暇は法定（小学校就学の始期まで）を上回
る１０歳まで。看護休暇、介護休暇ともに時間単位

（法定＝半日単位）で取得でき、子どもの送迎や通院
などに柔軟に対応できる。
　昨年度から誕生月に取得できる特別休暇も導入。
有志での宴会や旅行の費用を一部助成する制度も
あり、社員の親睦に活用されている。
　充実した制度は、新たな雇用にもつながっている。
浦部社長は「人材を確保するためにも、働きやすい
環境は重要。誰もが使いやすい制度をつくり、長く
勤めてもらえる企業でありたい」と話している。

「誰もが使いやすい制度で働きやすい環境を」と話す浦部社長（右）

積極的な取り組みで社員の休暇への理解も深まっている

有限会社江府技研コンサルタント
（江府町・従業員13人）

（令和2年1月30日 日本海新聞掲載）
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求められるイクボス・ファミボス
　「イクボス・ファミボス」とは、子育てはもちろん介護と仕事を両立できる職場環境づくりを担い、部下の家庭
と仕事の両立を応援するワーク・ライフ・バランスの実践リーダーのことです。
　人口減少が続く中、労働力の確保は、健全な企業経営にとって大きな課題です。
　また、共働き世帯の増加や高齢化の進展により、今後、育児や介護などで、働く時間に制約のある従業員が増
加することが見込まれます。
　さらに、個人の価値観は多様化しており、新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、在宅勤務をはじめとするテ
レワークなど、働く場所や時間を限定しない多様で柔軟な働き方への関心が高まっています。
　企業においては、人材の確保や定着に向け、働きやすい職場環境づくりを進めることがますます重要となり、
イクボス・ファミボスとしての取組が強く求められています。

経営戦略としてのイクボス・ファミボス
　経営者が多様な価値観や働き方を理解し、自らが率先してワーク・ライフ・バランスを充実させ、イクボス・
ファミボスとしての決意を表明・発信・実践することで、次のような効果が期待できます。
　・従業員の心身の健康につながります。
　・職場でのコミュニケーションの活性化により、風通しの良い職場風土が形成され、結束力が高まり、緊急時
　  にもチームでカバーし合える関係づくりにつながります。
　・必要な時に休暇や両立支援制度を利用しやすくなり、就業継続につながります。
　・限られた時間で成果を出せるよう、仕事の進め方の見直し、効率化につながります。
　・プライベートの充実により、従業員の意欲や満足度の向上につながります。
　・充実したワーク・ライフ・バランスを応援する企業としてのイメージが定着し、多様な人材の確保につながり
　  ます。

Ⅰ. イクボス・ファミボスの理念
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実践企業の取組

シニア・女性就業、
勤務体系支援

1 個人の事情に合わせた
配置転換や
多様な勤務体系の設定により
両立支援をサポート

2 企業主導型保育所と提携し、
子育て世代を応援
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シニアや女性、子育て世代が安心して働ける環境づくりに力を入れている

　「人材確保のためにはシニアと女性の就業を支援
することが大事」と話す福坂康司所長。同社のタク
シードライバーの平均年齢は６０歳で、定年後も本
人が望めば、給与水準はそのままに雇用を延長でき
る。６５歳以上の新規採用にも積極的で、６７歳まで
は二種免許取得費用の全額を会社が負担している。
　日勤や夜勤、隙間時間を利用した勤務など、多様
な勤務体系で自分らしい働き方ができるように支
援。個人の事情に合わせて、ドライバーから事務職な
どへの配置換えにも柔軟に対応している。
　子育て世代のために、育児のための短時間勤務や
所定外労働の免除の対象を、小学校就学前まで延
長（法定３歳まで）。企業主導型保育園と提携し、従
業員の子どもが優先的に入園できるようにした。
　女性社員は現在９人だが、全ドライバーをまとめ
るリーダー６人のうち半数は女性が占めるなど、
キャリアアップも積極的にサポート。年１回、鳥取、
島根両県の営業所の女性が一堂に集まり、「女子
会」を開く。その意見交換から、女子トイレや更衣室
の整備につながった。
　今年は対象を男性従業員や一般求職者にも広
げ、育児や介護をしながら自分らしく働くヒントを
学ぶ会を３月に米子市内で開く予定だ。福坂所長は

「これからも働きがいを見いだしてもらえるような
取り組みをしていきたい」と話している。

米子第一交通株式会社
（米子市・従業員85人）

（令和2年2月27日 日本海新聞掲載）
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1．長時間労働の削減、休暇や両立支援制度等の積極活用、柔軟な働き方への理解促進などにより職
場の働き方改革を推進し、部下の仕事と家庭生活・地域活動との両立を応援します。

2．職場全体にイクボス・ファミボスの取組を浸透させることで、誰もが働きやすい職場づくりを進
め、従業員の意欲と職場の力を向上させます。

3．自らも率先して、家庭での役割や地域活動に積極的に関わるとともに、家族との時間や余暇を楽
しみ、ワーク・ライフ・バランスを実践します。

※イクボス・ファミボス宣言の申請方法等については、鳥取県女性活躍推進課（連絡先等は裏表紙参照）までお気軽にお問い合わせください。

イクボス・ファミボス宣言（サンプル）

令 和３年１月１日 株式会社 鳥取県
代表取締役　鳥取 未来

私は、「イクボス・ファミボス」として、
次の取組を実行することを宣言します。

  イクボス・ファミボスとしての決意を表明し実践しましょう!～鳥取県はイクボス・ファミボスを応援します～

イクボス・ファミボスの取組を
進めるためには

　子育てや家族の介護など部下の家庭事情を理解して、応援できる
職場づくりを進めるためには、経営者や管理職の役割が重要です。
　仕事と家庭の両立のための社内規程の整備や周知、制度を使いや
すい職場風土づくり、周囲のフォロー体制整備など、イクボス・ファミ
ボスの取組を進めましょう。

［取組例］

日頃から部下と積極的に
コミュニケーションを

取るなど、
相談しやすい

雰囲気づくりを
している。

部下の家庭環境や
地域活動参加などに

配慮し、相談に
応じている。

連続休暇や計画的な
休暇付与により

有給休暇の取得促進に
努めている。

ムダな業務の見直しや
業務の平準化、

ノー残業デーの設定など、
時間外労働削減に
取り組んでいる。

自らも定時退社や
有給休暇の

計画的取得を率先して行い、
ワーク・ライフ・バランスを

実践している。

必要に応じて
仕事と家庭の

両立支援制度を
拡充し、

利用を奨励している。

代替要員の確保や
複数担当制、職域拡大の

取組など、両立支援制度が
利用しやすい体制づくりに

取り組んでいる。

在宅勤務や
フレックスタイム、

短時間正社員制度など、
多様で柔軟な

働き方を
導入している。

研修参加や資格取得、
自己啓発を

支援するなど、
人材育成に努めている。
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実践企業の取組

1 選任されたアシスタント
スタッフが他の社員の
意見を吸い上げ、
業務改善を提案

2 ワークシェアリングを進め、
突発的な休暇取得にも対応

コ
コ
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意見を吸い上げ業務改善

ワークシェアリングに取り組む事務系フロア

従業員の声に耳を傾けながら職場環境の整備が進む

株式会社門永水産
（境港市・従業員１２３人）

　カニ加工品などの製造販売で業績を伸ばしてい
る門永水産。多様化する時代に対応し、子育てしや
すく働きやすい職場環境の整備を進めている。
　工場入り口と休憩室へ通じるエリアに、「子の看護
休暇」（年５日有給休暇）や「育児目的休暇」（年１日
有給休暇）など会社の両立支援制度をまとめたリー
フレットを掲示。従業員の誰もが目に触れるように
した。
　社内で未就学児を抱える従業員は１０人。幼い子
どもを抱える従業員にとって、いずれも「ありがたい
制度」と喜ばれている。育児休業から復帰した従業
員についても、無理がないよう短時間での勤務から
スタートできる。松本勝志社長自ら従業員一人一人
と面談し、仕事上の問題点などの解消に努めてい
る。
　従業員の突発的な休暇などに対応するため、固定
しがちだった事務系の業務のワークシェアリングに
も着手した。仕事内容を共有できる従業員を増や
し、負担が特定の人に集中しないようにする。こうし
た取り組みが奏功し、新型コロナウイルス感染症に
よる緊急事態宣言時は、事務系従業員を２班にし、
フロアを分けて対応。緊急時も業務継続するための
備えになった。
　工場現場では、将来のリーダーとなる優秀な従業
員を、マネジャーやアシスタントスタッフとして登用。
現場の意見を吸い上げ、業務改善につなげている。
　小谷輝泰経営企画室長は「仕事と家庭を両立でき
る環境整備は、新たな人材の確保や従業員の定着
に欠かせない」と話す。

（令和2年12月15日 日本海新聞掲載）

12 イクボス・ファミボスの実践

　職員の７割は女性。制度を利用して仕事と家庭を
両立し、２４時間体制の介護職場を支えている。
　法人として職員の諸事情を理解し、法を上回る制
度整備で実態に合った働き方をサポート。配置転換
やシフトに配慮するなど出産、育児、介護等による離
職を防ぎ、長く働ける職場環境づくりに努める。
　育児短時間勤務は、２００４年１０月から小学校
就学の始期までに拡大（法定＝３歳まで）。１７年１月
には現場の施設長の提案で勤務時間に幅を設け、
育児・介護短時間勤務として１日４～７時間（法定＝
育児では６時間）の可能な範囲で働けるようにした。
本年度は女性１３人が６時間、６時半、７時間の育児
短時間勤務を活用し、家庭の状況に合わせて勤務し
ている。
　時間単位で取得できる子の看護休暇や介護休暇
など、各種制度を周知するパンフレットを作成。職
員に配布して利用を奨励することで、制度が定着し
つつある。
　人事管理課長の山形真由美さんは「上司をはじめ
同僚が、困っている職員を支援、助言できる体制に
ある」と胸を張る。「長く勤めてもらうことが最重点。
育児・介護・年次有給休暇が取りやすい制度設計や
職場の雰囲気づくりを心掛け、休業復帰をサポート
していきたい」と話す浜崎淳子理事長。働きやすい
職場にするため、親睦を深め、家族も参加できる職
員互助会の活動にも力を注ぐ。

社会福祉法人あすなろ会
（鳥取市・従業員972人）

1
育児・介護短時間勤務は
１日の労働時間を
４～７時間の範囲で
申出可能

2
両立支援制度を周知する
パンフレットを作成し、
利用を奨励

長く働ける
環境づくりを

Ⅱ. イクボス・ファミボス宣言優良企業の取組
実践企業の取組
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互助会活動の一環として、毎年行われている地引き網体験（2017年８月、岩美町）

（令和元年11月17日 日本海新聞掲載）
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実践企業の取組

　電気設備工事業主体のエナテクスは男性社員が
多くを占めるが、育児や介護、自身の療養など個々
の事情をくみ、誰もが働きやすい環境を当たり前の
ように取り入れてきた。
　２０１６年１月のイクボス・ファミボス宣言後はさ
らに取り組みが浸透。宣言前は年次有給休暇取得率
５０～６０％台だったのが、２０１７年度８９％、１８
年度９３％と大きく向上したほか、家庭状況で本人
が希望する勤務形態を柔軟に取り入れて週２日程度
の在宅勤務を試験導入したり、ワークライフバラン
スなどについて考える研修を年３回程度実施するな
どしている。
　工事部保守管理課の西村俊已さん、工事管理部工
事管理課の清水和彦さんはいずれも勤続２５年以
上。家族の看護や通院、子どもの行事などで有休取
得をしてきた。「家族が病気になった際、社長にも相
談して『仕事は気にしなくていいから』と言われたこ
とで、休みを取りやすかった。社内で理解してもらえ
る環境があるのが良かった」と西村さん。清水さん
は「３０分単位で有休取得できるので利用しやすい。
社内環境と人間関係で長く勤めることができた」と
話し、先輩が率先することで後輩にも取り組みが浸
透しているという。同社では助け合う環境が当たり
前にあるといい、福井利明社長は「仕事も大事だが、
まず第一は家族、家庭が大切。社員が働いて良かっ
たと思える会社にしていくことが使命だと思ってい
る」と話している。

有休取得向上、
良好な社内環境

株式会社エナテクス
（倉吉市・従業員38人）

1
家庭状況により本人が
希望する勤務形態を
柔軟に導入し、多様な
働き方を支援

2
イクボス・ファミボス宣言の
実施等をきっかけに、
年次有給休暇取得率が
大きく向上
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福井社長（中央）と談笑する西村さん（左）と清水さん。普段から何でも話せる環境がある福井社長（中央）と談笑する西村さん（左）と清水さん。普段から何でも話せる環境がある

（令和元年11月29日 日本海新聞掲載）

06 イクボス・ファミボスの実践



1
失効する年次有給休暇を
繰り越し、介護等に
利用できる
疾病・介護保存休暇を整備

2
５日以上の育児休業を取得した
男性社員に手当を支給し、
男性の育児休業取得を奨励

　社内制度の整備と社員の意識改革の両輪で、時
代に合った働きやすい会社づくりを進めている。
　2018年10月、就業規則を全面的に改定。疾病・介
護保存休暇（失効する年次有給休暇２０日を上限に
翌年度に繰り越し）をはじめ、所定外労働は小学校
就学の始期まで免除できる制度（法定＝３歳まで）と
している。
　働きやすい環境づくりには、制度の整備と同時
に、「社員の意識改革も重要」と小原社長は話す。
　残業を例にとれば、「今、本当にしなければならな
い仕事だろうか」「しみついた習慣で遅くまで残って
いないだろうか」－。会議などを通じて、従業員に考
えて行動することを促した。
　改善が無ければ、会社はいつまでも変わらない。
一つ一つを見直した。昨年は会社のホームページを
作り、この夏は社屋も48年ぶりにリニューアルした。
　年１～２回、社長と社員との個人面談の場を設け、
普段、社員が感じている思いをすくい上げている。そ
うした声の中から改善につながった例もあった。
　５日以上の育児休業を取得した男性社員には手
当を支給し、男性の育児休業取得も奨励。子育て中
の社員が困らないよう、社員同士でサポートし合う
環境も醸成している。
　小原社長は「魅力ある会社づくりには、働きやす
い環境が欠かせない。意識改革を図りながら、さら
に取り組みを進めていきたい」と話している。

社内制度整備、意識改革図る

意識改革を図りながら働きやすい環境づくりを進める共栄部品

有限会社共栄部品
（米子市・従業員35人）

実践企業の取組

コ
コ
に

注
目
!

（令和元年12月25日 日本海新聞掲載）

07イクボス・ファミボスの実践

実践企業の取組

社員の声を
生かす仕組み

1

女性や若手社員を対象と
した懇談会で
両立支援制度に関する
要望等を把握し、
制度を見直し

2

育児目的休暇（子ども学校
行事休暇及び子ども誕生日
休暇）を設け、有給で付与

コ
コ
に

注
目
!

職場環境の整備や人材育成に力を入れ、若い世代も多く活躍している

　従業員の誰もが職場でも家庭でも生き生きと活
躍し、安心して子育てができる環境を実現するた
め、休暇制度の充実や取得推進、社員の声を経営に
生かす仕組みづくりなどに取り組んでいる。
　共働きの家庭が増える中、「子どもとの時間を大
切にしてもらいたい」と、小学校卒業までの子ども
の誕生日に取得できる独自の休暇制度を４年前に
導入し、取得率はほぼ１００％と定着した。子どもの
学校行事などに取得できる休暇（年１日）もあり、気
兼ねなく休める職場環境につながっている。男性社
員が多数を占める職場であり、男性の育児と仕事
の両立を後押ししている。
　警備業は「高齢者が多い」というイメージを持た
れがちだが、「人の命を守るという誇りとやりがい
を持てる仕事。若い人に長く勤めてもらうために
も、時代に合わせて働きやすい環境を整えたい」と
舩田正一社長。若い世代や女性の発想を経営に生
かそうと、年１回、３５歳以下の社員や女性社員を
対象にした懇談会を開催し、ニーズや課題の把握に
努めている。
　人材育成に込めた思いとして「未来に向けて地域
の全ての人々が安心して暮らせることを願い努力す
る人財を創る」という社是を掲げる。仕事で培った
防犯や防災の知識を生かし、職場だけでなく、地域
に貢献する人材になってもらいたいという思いから
だ。舩田社長は「社員には職場、家庭、地域というそ
れぞれの立場で、充実した人生を送ってもらいた
い」と話している。

大同警備保障有限会社
（米子市・従業員１１６人）

（令和3年1月13日 日本海新聞掲載）

14 イクボス・ファミボスの実践



実践企業の取組

制度充実、
人材育成にも力

1 社員に寄り添った
両立支援制度の充実

2
誕生日休暇の付与など、
社員のワーク・ライフ・
バランスを推進

コ
コ
に

注
目
!

　子育て支援の充実や休暇の取得推進など、社員
のニーズをくんだ働きやすい環境づくりを進めてい
る。男性社員の育児休暇取得は２００３年からあり、
家庭と仕事が両立できる社内風土づくりに早くから
取り組んできた。
　その理由について、浦部明郎社長は「人材は当社
の最大の財産。家庭生活の充実が仕事にも良い影
響を与えると考え、制度の充実を図ってきた」と話
す。業務内容は、測量や設計、地籍調査など。専門的
な技術を必要とする仕事であり、資格取得などに関
わる費用を全額負担するなど、人材育成にも力を注
ぐ。
　社員の声に耳を傾け、休暇を取りやすくする制度
も積極的に導入している。有給休暇は３０分単位で
取得でき、昨年度の取得率は７２％に達した。子ども
の看護休暇は法定（小学校就学の始期まで）を上回
る１０歳まで。看護休暇、介護休暇ともに時間単位

（法定＝半日単位）で取得でき、子どもの送迎や通院
などに柔軟に対応できる。
　昨年度から誕生月に取得できる特別休暇も導入。
有志での宴会や旅行の費用を一部助成する制度も
あり、社員の親睦に活用されている。
　充実した制度は、新たな雇用にもつながっている。
浦部社長は「人材を確保するためにも、働きやすい
環境は重要。誰もが使いやすい制度をつくり、長く
勤めてもらえる企業でありたい」と話している。

「誰もが使いやすい制度で働きやすい環境を」と話す浦部社長（右）

積極的な取り組みで社員の休暇への理解も深まっている

有限会社江府技研コンサルタント
（江府町・従業員13人）

（令和2年1月30日 日本海新聞掲載）

08 イクボス・ファミボスの実践



1
「職員と家族の幸福」を
うたい、ワーク・ライフ・
バランスの定着を追求

2
ローテーション勤務を
導入し、多能工化、
職域拡大を推進

実践企業の取組

コ
コ
に

注
目
!

　技術が問われる金属熱処理の業界にあって、全国
の８００を超える顧客から支持されている。「他に負
けない得意の技術力を発揮するには人の力が欠か
せない」と、働きやすく、やりがいのある職場づくり
に長年取り組んできた。
　経営理念に「職員とその家族の幸福」をうたい、
ワークライフバランスの定着を目指している。看護・
介護休暇を時間単位で取得できるようにするなど、
休暇制度を整備した。
　全員が参加する「フリーミーティング」を毎週１回
開催。２０１８年のミーティングでは、全員の前で「イ
クボス・ファミボス宣言」をし、労働環境に配慮する
ことをあらためて明確にした。
　休暇制度を利用しやすい風土があり、有給休暇取
得率は９割にのぼる。担当業務をローテーションで
変える「多能工化」の取り組みが、働きやすさの実現
に大きく貢献している。従業員が複数の業務に精通
することで、誰かが休んでも補完しやすくなった。従
業員の技術にも磨きがかかり、経営体質の強化にも
つながった。
　馬田秀文専務理事は「いい仕事ができる前提条
件は家庭や普段の生活の充実。『仕事に行くのが楽
しみ、家に帰るのも楽しみ』と感じられるよう、全員
が一つになって、より良い職場環境と優れた技術を
追求していきたい」と話している。

担当業務をローテーションで変える多能工化は働きやすさに大きな影響を

与えている

鳥取県金属熱処理協業組合
（米子市・従業員35人）

「多能工化」で
働きやすさ実現

（令和2年2月20日 日本海新聞掲載）

09イクボス・ファミボスの実践

実践企業の取組

1
課ごとの有給取得計画を
アプリで作成し、
毎月１日以上の
有給休暇取得を推進

2
パソコン画面に定時退社を
促すメッセージを表示し、
帰りやすい風土を醸成

コ
コ
に

注
目
!

　週２日のノー残業デー実施や毎月１日以上の有
給休暇取得を推進するなど、長時間労働しない職
場風土の形成に力を入れる。デジタルサービスの
力で生活様式や働き方に対応した新しい価値観を
提案する会社だけに、生産性向上を意識した取り
組みを率先する。
　年２０日付与される有休は１３日以上の取得を
目指す。課ごとの有休カレンダーをアプリで作成
し、計画的な取得を促進。昨年度は約４割が目標
を達成した。４年前から時間単位での有休が取得
可能になり、子どもの学校行事や通院などにも利
用する人が多いという。
　ノー残業デーを含め毎日終業時刻が近付くと、
社員一人一人のパソコン画面に定時退社を促す
メッセージを表示。帰りやすい雰囲気の醸成に努
めている。
　育児休業は子どもが２歳（法定１歳）になるまで、
介護休業は家族一人につき通算２年（同９３日）ま
で取得でき、当事者との面談機会などを設け上司
が積極的に取得を働き掛けている。
　２６年前に支社（前身の鳥取リコー時代）初の育
休を３カ月取得した事業管理グループの重森直子
さんは「今は育休後に時短勤務する人も増え、柔軟
に多様な働き方ができる。性別を問わず長時間労
働しない意識が浸透してきた」と実感する。
　「仕事の成果を上げるためにはワーク・ライフバ
ランスを保つことも大事」と語る鳥取Ｓ＆Ｓ部の中
谷登部長。「組織的にはイクボス・ファミボスに加
え、支社で約２割を占める女性の活躍を後押しす
ることも重要だ」と話した。

生産性の
向上を意識

パソコン画面から定時退社を呼び掛ける

リコージャパン株式会社
販売事業本部鳥取支社

（鳥取市・従業員75人）

（令和3年2月17日 日本海新聞掲載）

イクボス・ファミボスの実践16



求められるイクボス・ファミボス
　「イクボス・ファミボス」とは、子育てはもちろん介護と仕事を両立できる職場環境づくりを担い、部下の家庭
と仕事の両立を応援するワーク・ライフ・バランスの実践リーダーのことです。
　人口減少が続く中、労働力の確保は、健全な企業経営にとって大きな課題です。
　また、共働き世帯の増加や高齢化の進展により、今後、育児や介護などで、働く時間に制約のある従業員が増
加することが見込まれます。
　さらに、個人の価値観は多様化しており、新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、在宅勤務をはじめとするテ
レワークなど、働く場所や時間を限定しない多様で柔軟な働き方への関心が高まっています。
　企業においては、人材の確保や定着に向け、働きやすい職場環境づくりを進めることがますます重要となり、
イクボス・ファミボスとしての取組が強く求められています。

経営戦略としてのイクボス・ファミボス
　経営者が多様な価値観や働き方を理解し、自らが率先してワーク・ライフ・バランスを充実させ、イクボス・
ファミボスとしての決意を表明・発信・実践することで、次のような効果が期待できます。
　・従業員の心身の健康につながります。
　・職場でのコミュニケーションの活性化により、風通しの良い職場風土が形成され、結束力が高まり、緊急時
　  にもチームでカバーし合える関係づくりにつながります。
　・必要な時に休暇や両立支援制度を利用しやすくなり、就業継続につながります。
　・限られた時間で成果を出せるよう、仕事の進め方の見直し、効率化につながります。
　・プライベートの充実により、従業員の意欲や満足度の向上につながります。
　・充実したワーク・ライフ・バランスを応援する企業としてのイメージが定着し、多様な人材の確保につながり
　  ます。

Ⅰ. イクボス・ファミボスの理念

イクボス・ファミボスの実践 03

実践企業の取組

シニア・女性就業、
勤務体系支援

1 個人の事情に合わせた
配置転換や
多様な勤務体系の設定により
両立支援をサポート

2 企業主導型保育所と提携し、
子育て世代を応援

コ
コ
に

注
目
!

シニアや女性、子育て世代が安心して働ける環境づくりに力を入れている

　「人材確保のためにはシニアと女性の就業を支援
することが大事」と話す福坂康司所長。同社のタク
シードライバーの平均年齢は６０歳で、定年後も本
人が望めば、給与水準はそのままに雇用を延長でき
る。６５歳以上の新規採用にも積極的で、６７歳まで
は二種免許取得費用の全額を会社が負担している。
　日勤や夜勤、隙間時間を利用した勤務など、多様
な勤務体系で自分らしい働き方ができるように支
援。個人の事情に合わせて、ドライバーから事務職な
どへの配置換えにも柔軟に対応している。
　子育て世代のために、育児のための短時間勤務や
所定外労働の免除の対象を、小学校就学前まで延
長（法定３歳まで）。企業主導型保育園と提携し、従
業員の子どもが優先的に入園できるようにした。
　女性社員は現在９人だが、全ドライバーをまとめ
るリーダー６人のうち半数は女性が占めるなど、
キャリアアップも積極的にサポート。年１回、鳥取、
島根両県の営業所の女性が一堂に集まり、「女子
会」を開く。その意見交換から、女子トイレや更衣室
の整備につながった。
　今年は対象を男性従業員や一般求職者にも広
げ、育児や介護をしながら自分らしく働くヒントを
学ぶ会を３月に米子市内で開く予定だ。福坂所長は

「これからも働きがいを見いだしてもらえるような
取り組みをしていきたい」と話している。

米子第一交通株式会社
（米子市・従業員85人）

（令和2年2月27日 日本海新聞掲載）

10 イクボス・ファミボスの実践



1
セルフ・キャリアドック
制度の運用と
階層別研修の実施による
計画的な人材育成

2 継続的な業務改善、効率化を推進し、
休暇が取得しやすい環境を整備

実践企業の取組

コ
コ
に

注
目
!

前向きな
気持ちへ変化

　４年前、階層別研修と外部の専門家による面談を
組み合わせ、職員の主体的なキャリア形成を支援す
る「セルフ・キャリアドック制度」を取り入れた。職員
への調査で明らかになった「上司との意思疎通がう
まくいかない」などの職場の課題を解消するだけで
なく、職員一人一人が職業生活の節目で自分自身の
キャリアについて考える機会を提供するためでも
あった。
　高齢者福祉施設や児童養護施設を運営する同法
人。人材不足、離職率が高いといわれる業界にあっ
て、仕事へのモチベーションの向上、人材の定着、組
織の活性化につなげたいと考えた。
　管理職、主任級、副主任級、一般職に分かれて行う
研修は、グループワークを中心に上司や部下との関
わり方、意思疎通の仕方も学ぶ。管理職の清水由理
さんは「研修やキャリアコンサルティングは部下を知
るための日頃の関わり方や面談の仕方など、管理職
としての学びの場になっている」と指摘する。
　同制度の導入によってこれまで進めてきた業務の
改善・効率化や休暇がとりやすい環境整備は、その
必要性への理解が深まり、職場全体に浸透してきて
いる。
　「特に主任級の意識が変わった。押し付けるので
はなく、職場のルールを伝えた上で部下が何を言お
うとしているかしっかりと聴こうという姿勢が見受
けられる」と分析する上田洋子事務局長。「育休にし
ても、働いていく上で制度を活用するのはお互いさ
ま、という空気が自然に生まれ、家庭と両立できる
働きやすい職場は自分たちで作っていこうと前向き
な気持ちへ変化してきたのを感じる」と話した。

人材不足解消に向けて今何が必要か、意見交換する副主任級の研修（2020年９月）

社会福祉法人青谷福祉会
（鳥取市青谷町・従業員１２８人）

（令和2年11月18日 日本海新聞掲載）

11イクボス・ファミボスの実践



実践企業の取組

1 選任されたアシスタント
スタッフが他の社員の
意見を吸い上げ、
業務改善を提案

2 ワークシェアリングを進め、
突発的な休暇取得にも対応

コ
コ
に
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目
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意見を吸い上げ業務改善

ワークシェアリングに取り組む事務系フロア

従業員の声に耳を傾けながら職場環境の整備が進む

株式会社門永水産
（境港市・従業員１２３人）

　カニ加工品などの製造販売で業績を伸ばしてい
る門永水産。多様化する時代に対応し、子育てしや
すく働きやすい職場環境の整備を進めている。
　工場入り口と休憩室へ通じるエリアに、「子の看護
休暇」（年５日有給休暇）や「育児目的休暇」（年１日
有給休暇）など会社の両立支援制度をまとめたリー
フレットを掲示。従業員の誰もが目に触れるように
した。
　社内で未就学児を抱える従業員は１０人。幼い子
どもを抱える従業員にとって、いずれも「ありがたい
制度」と喜ばれている。育児休業から復帰した従業
員についても、無理がないよう短時間での勤務から
スタートできる。松本勝志社長自ら従業員一人一人
と面談し、仕事上の問題点などの解消に努めてい
る。
　従業員の突発的な休暇などに対応するため、固定
しがちだった事務系の業務のワークシェアリングに
も着手した。仕事内容を共有できる従業員を増や
し、負担が特定の人に集中しないようにする。こうし
た取り組みが奏功し、新型コロナウイルス感染症に
よる緊急事態宣言時は、事務系従業員を２班にし、
フロアを分けて対応。緊急時も業務継続するための
備えになった。
　工場現場では、将来のリーダーとなる優秀な従業
員を、マネジャーやアシスタントスタッフとして登用。
現場の意見を吸い上げ、業務改善につなげている。
　小谷輝泰経営企画室長は「仕事と家庭を両立でき
る環境整備は、新たな人材の確保や従業員の定着
に欠かせない」と話す。

（令和2年12月15日 日本海新聞掲載）

12 イクボス・ファミボスの実践

　職員の７割は女性。制度を利用して仕事と家庭を
両立し、２４時間体制の介護職場を支えている。
　法人として職員の諸事情を理解し、法を上回る制
度整備で実態に合った働き方をサポート。配置転換
やシフトに配慮するなど出産、育児、介護等による離
職を防ぎ、長く働ける職場環境づくりに努める。
　育児短時間勤務は、２００４年１０月から小学校
就学の始期までに拡大（法定＝３歳まで）。１７年１月
には現場の施設長の提案で勤務時間に幅を設け、
育児・介護短時間勤務として１日４～７時間（法定＝
育児では６時間）の可能な範囲で働けるようにした。
本年度は女性１３人が６時間、６時半、７時間の育児
短時間勤務を活用し、家庭の状況に合わせて勤務し
ている。
　時間単位で取得できる子の看護休暇や介護休暇
など、各種制度を周知するパンフレットを作成。職
員に配布して利用を奨励することで、制度が定着し
つつある。
　人事管理課長の山形真由美さんは「上司をはじめ
同僚が、困っている職員を支援、助言できる体制に
ある」と胸を張る。「長く勤めてもらうことが最重点。
育児・介護・年次有給休暇が取りやすい制度設計や
職場の雰囲気づくりを心掛け、休業復帰をサポート
していきたい」と話す浜崎淳子理事長。働きやすい
職場にするため、親睦を深め、家族も参加できる職
員互助会の活動にも力を注ぐ。

社会福祉法人あすなろ会
（鳥取市・従業員972人）

1
育児・介護短時間勤務は
１日の労働時間を
４～７時間の範囲で
申出可能

2
両立支援制度を周知する
パンフレットを作成し、
利用を奨励

長く働ける
環境づくりを

Ⅱ. イクボス・ファミボス宣言優良企業の取組
実践企業の取組

コ
コ
に

注
目
!

互助会活動の一環として、毎年行われている地引き網体験（2017年８月、岩美町）

（令和元年11月17日 日本海新聞掲載）

イクボス・ファミボスの実践 05



1
フレックスタイムや
テレワークの導入により
柔軟な働き方を推進

2
幅広い目的に利用できる
QOL向上休暇を整備し、
ボランティア活動や
自己啓発等を奨励

実践企業の取組

コ
コ
に

注
目
!

　「安心して生き生きと、長く働いてほしい」と、妊
娠・出産・育児、介護と仕事に関するファミリーフレン
ドリー（両立支援）制度を充実させている。
　社員の柔軟な働き方を推奨して、フレックスタイ
ムやテレワークを導入。中でも育児と仕事の両立を
先駆けて支援してきた。マタニティ休暇の付与や、面
談で希望する勤務形態を聞き取るなど育児休暇か
らの復職をサポート。二つの勤務時間から選択でき
る短時間勤務や子どもの対象年齢を拡大した残業
の免除制度もある。男性も休みやすいよう、子ども
が会社を訪れる「職場参観日」を行っている。
　ここ３０年ほどで全国的に家族の介護を抱える人
が増加し、介護との両立は「終わりが見えない不安
が大きい」と梅田清志支社長は指摘する。約３年前
に介護休業の取得可能日数を７３０日に延長。短時
間勤務や半日単位で休暇も取れるが、柔軟な勤務形
態で、まかなえるケースも多い。手厚い制度があるこ
とで、勤続３０年以上の社員が多数活躍中だ。
　本年度、幅広い目的に利用できる「ＱＯＬ向上休
暇」を整備。ボランティアや社外研修による自己啓
発、不妊治療などに取得できる。両立支援制度の活
用を促す福田佳菜支社課長は、「自己啓発で社員が
伸びれば、会社の価値が高まる」と期待。取得理由を
細かく伝える必要がなく、利用しやすい。
　「働き続けられる職場風土をさらに強めたい」と
梅田支社長。福田支社課長は「社員に豊富な制度を
活用した、さまざまな働き方を提案したい。上司と
連携を取り、バックアップできたら」と意気込む。

育児・介護の両立制度充実

定期的な面談を取り入れ、誰もが働きやすい環境づくりに力を入れている

第一生命保険株式会社
鳥取支社

（鳥取市・従業員２９４人）

（令和2年12月22日 日本海新聞掲載）

13イクボス・ファミボスの実践



実践企業の取組

社員の声を
生かす仕組み

1

女性や若手社員を対象と
した懇談会で
両立支援制度に関する
要望等を把握し、
制度を見直し

2

育児目的休暇（子ども学校
行事休暇及び子ども誕生日
休暇）を設け、有給で付与

コ
コ
に

注
目
!

職場環境の整備や人材育成に力を入れ、若い世代も多く活躍している

　従業員の誰もが職場でも家庭でも生き生きと活
躍し、安心して子育てができる環境を実現するた
め、休暇制度の充実や取得推進、社員の声を経営に
生かす仕組みづくりなどに取り組んでいる。
　共働きの家庭が増える中、「子どもとの時間を大
切にしてもらいたい」と、小学校卒業までの子ども
の誕生日に取得できる独自の休暇制度を４年前に
導入し、取得率はほぼ１００％と定着した。子どもの
学校行事などに取得できる休暇（年１日）もあり、気
兼ねなく休める職場環境につながっている。男性社
員が多数を占める職場であり、男性の育児と仕事
の両立を後押ししている。
　警備業は「高齢者が多い」というイメージを持た
れがちだが、「人の命を守るという誇りとやりがい
を持てる仕事。若い人に長く勤めてもらうために
も、時代に合わせて働きやすい環境を整えたい」と
舩田正一社長。若い世代や女性の発想を経営に生
かそうと、年１回、３５歳以下の社員や女性社員を
対象にした懇談会を開催し、ニーズや課題の把握に
努めている。
　人材育成に込めた思いとして「未来に向けて地域
の全ての人々が安心して暮らせることを願い努力す
る人財を創る」という社是を掲げる。仕事で培った
防犯や防災の知識を生かし、職場だけでなく、地域
に貢献する人材になってもらいたいという思いから
だ。舩田社長は「社員には職場、家庭、地域というそ
れぞれの立場で、充実した人生を送ってもらいた
い」と話している。

大同警備保障有限会社
（米子市・従業員１１６人）

（令和3年1月13日 日本海新聞掲載）

14 イクボス・ファミボスの実践

1
失効する年次有給休暇を
繰り越し、介護等に
利用できる
疾病・介護保存休暇を整備

2
５日以上の育児休業を取得した
男性社員に手当を支給し、
男性の育児休業取得を奨励

　社内制度の整備と社員の意識改革の両輪で、時
代に合った働きやすい会社づくりを進めている。
　2018年10月、就業規則を全面的に改定。疾病・介
護保存休暇（失効する年次有給休暇２０日を上限に
翌年度に繰り越し）をはじめ、所定外労働は小学校
就学の始期まで免除できる制度（法定＝３歳まで）と
している。
　働きやすい環境づくりには、制度の整備と同時
に、「社員の意識改革も重要」と小原社長は話す。
　残業を例にとれば、「今、本当にしなければならな
い仕事だろうか」「しみついた習慣で遅くまで残って
いないだろうか」－。会議などを通じて、従業員に考
えて行動することを促した。
　改善が無ければ、会社はいつまでも変わらない。
一つ一つを見直した。昨年は会社のホームページを
作り、この夏は社屋も48年ぶりにリニューアルした。
　年１～２回、社長と社員との個人面談の場を設け、
普段、社員が感じている思いをすくい上げている。そ
うした声の中から改善につながった例もあった。
　５日以上の育児休業を取得した男性社員には手
当を支給し、男性の育児休業取得も奨励。子育て中
の社員が困らないよう、社員同士でサポートし合う
環境も醸成している。
　小原社長は「魅力ある会社づくりには、働きやす
い環境が欠かせない。意識改革を図りながら、さら
に取り組みを進めていきたい」と話している。

社内制度整備、意識改革図る

意識改革を図りながら働きやすい環境づくりを進める共栄部品

有限会社共栄部品
（米子市・従業員35人）

実践企業の取組

コ
コ
に

注
目
!

（令和元年12月25日 日本海新聞掲載）

07イクボス・ファミボスの実践



1
育児、介護への対応を
考慮し、
在宅勤務制度を導入

2
現場、営業先への直行直帰が
できるよう携帯電話での打刻が
可能な勤怠システムを導入

在宅勤務制度を導入 
実践企業の取組

コ
コ
に

注
目
!

　個人の住宅や商業施設の建築、不動産開発など
を手掛ける。鳥取の人が快適に暮らせるサポートを
してきた同社にとって「社員が働きやすい環境を整
えていくことは自然なこと」と山田社長。
　中でも育児や介護と仕事の両立を支援する仕組
み作りに注力する。近年、新卒を毎年採用し、子育て
世代の社員が増加した。同時に、親世代や配偶者が
介護の必要な状況になる社員の対応も考慮し、在宅
勤務制度を導入。さらに現場や営業先への直行・直
帰を認め、携帯電話での打刻が可能な勤怠システム
も取り入れた。インターネットの会議システムも各部
署で運用している。
　図らずも、これらはコロナ禍でも大いに役立った。
小学生の子どもが２人いる総務担当の宮谷由佳さ
んも利便性を実感した一人。休校中はもちろん、学
校再開後も学年ごとの時差登校が続き、「在宅で仕
事を進められる仕組みに助けられた」と振り返る。
　育児休業や介護休業などで一定期間、会社を離れ
る際の社員の不安感を和らげるため、「復帰プラン」
を作成している。
　社員から出産や介護の必要な事情の報告があっ
た時点で担当課が面談し、社内の利用できる制度を
細かく説明する。休業１カ月前にも再度面談し、業務
引継ぎや連絡の取り方などを確認。休業中も会社の
情報を定期的に伝える。復職を待つ会社の思いを伝
え、孤立しないよう配慮することで、社員からは「戻
りやすかった」と好評だ。
　山田社長は「わが社でキャリアを積み続けてもら
うためにも、笑顔で働ける職場づくりを今後も目指
したい」と考えている。

介護や育児で休業する前には面談を重ね、不安を解消するように努めている

株式会社ヤマタホーム
（鳥取市・従業員５２人）

（令和3年1月27日 日本海新聞掲載）

15イクボス・ファミボスの実践



1
「職員と家族の幸福」を
うたい、ワーク・ライフ・
バランスの定着を追求

2
ローテーション勤務を
導入し、多能工化、
職域拡大を推進

実践企業の取組

コ
コ
に

注
目
!

　技術が問われる金属熱処理の業界にあって、全国
の８００を超える顧客から支持されている。「他に負
けない得意の技術力を発揮するには人の力が欠か
せない」と、働きやすく、やりがいのある職場づくり
に長年取り組んできた。
　経営理念に「職員とその家族の幸福」をうたい、
ワークライフバランスの定着を目指している。看護・
介護休暇を時間単位で取得できるようにするなど、
休暇制度を整備した。
　全員が参加する「フリーミーティング」を毎週１回
開催。２０１８年のミーティングでは、全員の前で「イ
クボス・ファミボス宣言」をし、労働環境に配慮する
ことをあらためて明確にした。
　休暇制度を利用しやすい風土があり、有給休暇取
得率は９割にのぼる。担当業務をローテーションで
変える「多能工化」の取り組みが、働きやすさの実現
に大きく貢献している。従業員が複数の業務に精通
することで、誰かが休んでも補完しやすくなった。従
業員の技術にも磨きがかかり、経営体質の強化にも
つながった。
　馬田秀文専務理事は「いい仕事ができる前提条
件は家庭や普段の生活の充実。『仕事に行くのが楽
しみ、家に帰るのも楽しみ』と感じられるよう、全員
が一つになって、より良い職場環境と優れた技術を
追求していきたい」と話している。

担当業務をローテーションで変える多能工化は働きやすさに大きな影響を

与えている

鳥取県金属熱処理協業組合
（米子市・従業員35人）

「多能工化」で
働きやすさ実現

（令和2年2月20日 日本海新聞掲載）

09イクボス・ファミボスの実践

実践企業の取組

1
課ごとの有給取得計画を
アプリで作成し、
毎月１日以上の
有給休暇取得を推進

2
パソコン画面に定時退社を
促すメッセージを表示し、
帰りやすい風土を醸成

コ
コ
に

注
目
!

　週２日のノー残業デー実施や毎月１日以上の有
給休暇取得を推進するなど、長時間労働しない職
場風土の形成に力を入れる。デジタルサービスの
力で生活様式や働き方に対応した新しい価値観を
提案する会社だけに、生産性向上を意識した取り
組みを率先する。
　年２０日付与される有休は１３日以上の取得を
目指す。課ごとの有休カレンダーをアプリで作成
し、計画的な取得を促進。昨年度は約４割が目標
を達成した。４年前から時間単位での有休が取得
可能になり、子どもの学校行事や通院などにも利
用する人が多いという。
　ノー残業デーを含め毎日終業時刻が近付くと、
社員一人一人のパソコン画面に定時退社を促す
メッセージを表示。帰りやすい雰囲気の醸成に努
めている。
　育児休業は子どもが２歳（法定１歳）になるまで、
介護休業は家族一人につき通算２年（同９３日）ま
で取得でき、当事者との面談機会などを設け上司
が積極的に取得を働き掛けている。
　２６年前に支社（前身の鳥取リコー時代）初の育
休を３カ月取得した事業管理グループの重森直子
さんは「今は育休後に時短勤務する人も増え、柔軟
に多様な働き方ができる。性別を問わず長時間労
働しない意識が浸透してきた」と実感する。
　「仕事の成果を上げるためにはワーク・ライフバ
ランスを保つことも大事」と語る鳥取Ｓ＆Ｓ部の中
谷登部長。「組織的にはイクボス・ファミボスに加
え、支社で約２割を占める女性の活躍を後押しす
ることも重要だ」と話した。

生産性の
向上を意識

パソコン画面から定時退社を呼び掛ける

リコージャパン株式会社
販売事業本部鳥取支社

（鳥取市・従業員75人）

（令和3年2月17日 日本海新聞掲載）

イクボス・ファミボスの実践16



Ⅲ.  働きやすい職場づくりを応援する鳥取県の制度等

　仕事と家庭の両立に配慮し、誰もが働きや
すい職場環境づくりを積極的に進める企業
を「鳥取県男女共同参画推進企業」として認
定しています。認定された企業又は認定を申請する企業
には、就業規則の整備を支援するための社会保険労務士
の派遣が無料で受けられるなどの支援があります。

◎鳥取県男女共同参画推進企業認定制度

お問い合わせは、女性活躍推進課まで　電話0857-26-7792

●詳しくはこちら

とりネット  男女認定

　鳥取県男女共同参画推進企業のうち、管理的地位に占め
る女性割合を30％以上にすることを目指した3年間の行
動計画を策定し、人材育成や環境整備に取り組む企業を

「鳥取県輝く女性活躍パワーアップ企業」として登録して
います。登録された企業には、女性の人材育成や就業継続
に向けた取組に要する経費の一部を補助します。

◎鳥取県輝く女性活躍
　パワーアップ企業登録制度

お問い合わせは、女性活躍推進課まで　電話0857-26-7792

●詳しくはこちら

とりネット  パワーアップ企業

　県内の企業・団体等が、ワーク・ライフ・バランスの推進
に関する研修等（イクボス・ファミボス養成塾）を実施する
際に講師を派遣します。

◎イクボス・ファミボス養成塾

お問い合わせは、女性活躍推進課まで　電話0857-26-7792

●詳しくはこちら

とりネット  イクボス・ファミボス養成塾

　イクボス・ファミボス宣言企業の人材確保を応援するた
め、宣言企業を対象とした合同企業説明会を開催します。

◎仕事と家庭の両立を応援する企業の
　企業説明会

お問い合わせは、女性活躍推進課まで　電話0857-26-7792

●詳しくはこちら

とりネット  仕事と家庭の両立企業説明会

　在宅勤務や短時間正社員など多様で柔軟な働き方の制
度導入にあたり、具体的な運用等を検討している企業に対
し、既に実践している企業と1対1で相談できる機会を提供
します。

◎多様な働き方の導入相談支援

お問い合わせは、女性活躍推進課まで　電話0857-26-7792

●詳しくはこちら

とりネット  多様な働き方導入相談

以下の支援を行います。
・相談に応じて専門家を無料で派遣
・働き方改革を学ぶためのセミナーを開催
・各業界団体等と協力して働き方改革の取組を促進、実施      
　を支援　など

◎働き方改革（働きやすい職場づくり、
　生産性向上）のワンストップ支援

お問い合わせは、とっとり働き方改革支援センターまで
電話0120-833-877

●詳しくはこちら

とりネット  働き方改革

　従業員の将来の介護リスク等の把握や介護に直面した
時の対応、公的サービスの情報など、介護と仕事の両立につ
ながる助言を行うコーディネーターを無料で派遣します。

◎介護支援コーディネーターの派遣支援

お問い合わせは、女性活躍推進課まで　電話0857-26-7792

●詳しくはこちら

とりネット  介護コーディネーター

　男性従業員に育児参加休暇、育児休業、介護休暇、介護
休業、短時間勤務を取得させた事業主、または従業員（性
別不問）に不妊治療休暇を取得させた事業主（従業員100
人以下）に奨励金を支給します。
支給額：各10万円。不妊治療休暇は1万円/1日（5千円/半日）
　　　  ※要件等あり

◎企業のファミリーサポート休暇等
　取得促進奨励金

お問い合わせは、子育て王国課まで　電話0857-26-7573

●詳しくはこちら

とりネット  ファミサポ奨励金

※「鳥取県輝く女性活躍パワーアップ企業」登録に向けた第一段階として、管理的地位に
　占める女性割合の目標値を15％以上とする「鳥取県輝く女性活躍スタートアップ企業」
　登録制度もあります。

17イクボス・ファミボスの実践



1
セルフ・キャリアドック
制度の運用と
階層別研修の実施による
計画的な人材育成

2 継続的な業務改善、効率化を推進し、
休暇が取得しやすい環境を整備

実践企業の取組

コ
コ
に

注
目
!

前向きな
気持ちへ変化

　４年前、階層別研修と外部の専門家による面談を
組み合わせ、職員の主体的なキャリア形成を支援す
る「セルフ・キャリアドック制度」を取り入れた。職員
への調査で明らかになった「上司との意思疎通がう
まくいかない」などの職場の課題を解消するだけで
なく、職員一人一人が職業生活の節目で自分自身の
キャリアについて考える機会を提供するためでも
あった。
　高齢者福祉施設や児童養護施設を運営する同法
人。人材不足、離職率が高いといわれる業界にあっ
て、仕事へのモチベーションの向上、人材の定着、組
織の活性化につなげたいと考えた。
　管理職、主任級、副主任級、一般職に分かれて行う
研修は、グループワークを中心に上司や部下との関
わり方、意思疎通の仕方も学ぶ。管理職の清水由理
さんは「研修やキャリアコンサルティングは部下を知
るための日頃の関わり方や面談の仕方など、管理職
としての学びの場になっている」と指摘する。
　同制度の導入によってこれまで進めてきた業務の
改善・効率化や休暇がとりやすい環境整備は、その
必要性への理解が深まり、職場全体に浸透してきて
いる。
　「特に主任級の意識が変わった。押し付けるので
はなく、職場のルールを伝えた上で部下が何を言お
うとしているかしっかりと聴こうという姿勢が見受
けられる」と分析する上田洋子事務局長。「育休にし
ても、働いていく上で制度を活用するのはお互いさ
ま、という空気が自然に生まれ、家庭と両立できる
働きやすい職場は自分たちで作っていこうと前向き
な気持ちへ変化してきたのを感じる」と話した。

人材不足解消に向けて今何が必要か、意見交換する副主任級の研修（2020年９月）

社会福祉法人青谷福祉会
（鳥取市青谷町・従業員１２８人）

（令和2年11月18日 日本海新聞掲載）

11イクボス・ファミボスの実践





1
フレックスタイムや
テレワークの導入により
柔軟な働き方を推進

2
幅広い目的に利用できる
QOL向上休暇を整備し、
ボランティア活動や
自己啓発等を奨励

実践企業の取組

コ
コ
に

注
目
!

　「安心して生き生きと、長く働いてほしい」と、妊
娠・出産・育児、介護と仕事に関するファミリーフレン
ドリー（両立支援）制度を充実させている。
　社員の柔軟な働き方を推奨して、フレックスタイ
ムやテレワークを導入。中でも育児と仕事の両立を
先駆けて支援してきた。マタニティ休暇の付与や、面
談で希望する勤務形態を聞き取るなど育児休暇か
らの復職をサポート。二つの勤務時間から選択でき
る短時間勤務や子どもの対象年齢を拡大した残業
の免除制度もある。男性も休みやすいよう、子ども
が会社を訪れる「職場参観日」を行っている。
　ここ３０年ほどで全国的に家族の介護を抱える人
が増加し、介護との両立は「終わりが見えない不安
が大きい」と梅田清志支社長は指摘する。約３年前
に介護休業の取得可能日数を７３０日に延長。短時
間勤務や半日単位で休暇も取れるが、柔軟な勤務形
態で、まかなえるケースも多い。手厚い制度があるこ
とで、勤続３０年以上の社員が多数活躍中だ。
　本年度、幅広い目的に利用できる「ＱＯＬ向上休
暇」を整備。ボランティアや社外研修による自己啓
発、不妊治療などに取得できる。両立支援制度の活
用を促す福田佳菜支社課長は、「自己啓発で社員が
伸びれば、会社の価値が高まる」と期待。取得理由を
細かく伝える必要がなく、利用しやすい。
　「働き続けられる職場風土をさらに強めたい」と
梅田支社長。福田支社課長は「社員に豊富な制度を
活用した、さまざまな働き方を提案したい。上司と
連携を取り、バックアップできたら」と意気込む。

育児・介護の両立制度充実

定期的な面談を取り入れ、誰もが働きやすい環境づくりに力を入れている

第一生命保険株式会社
鳥取支社

（鳥取市・従業員２９４人）

（令和2年12月22日 日本海新聞掲載）

13イクボス・ファミボスの実践





1
育児、介護への対応を
考慮し、
在宅勤務制度を導入

2
現場、営業先への直行直帰が
できるよう携帯電話での打刻が
可能な勤怠システムを導入

在宅勤務制度を導入 
実践企業の取組

コ
コ
に

注
目
!

　個人の住宅や商業施設の建築、不動産開発など
を手掛ける。鳥取の人が快適に暮らせるサポートを
してきた同社にとって「社員が働きやすい環境を整
えていくことは自然なこと」と山田社長。
　中でも育児や介護と仕事の両立を支援する仕組
み作りに注力する。近年、新卒を毎年採用し、子育て
世代の社員が増加した。同時に、親世代や配偶者が
介護の必要な状況になる社員の対応も考慮し、在宅
勤務制度を導入。さらに現場や営業先への直行・直
帰を認め、携帯電話での打刻が可能な勤怠システム
も取り入れた。インターネットの会議システムも各部
署で運用している。
　図らずも、これらはコロナ禍でも大いに役立った。
小学生の子どもが２人いる総務担当の宮谷由佳さ
んも利便性を実感した一人。休校中はもちろん、学
校再開後も学年ごとの時差登校が続き、「在宅で仕
事を進められる仕組みに助けられた」と振り返る。
　育児休業や介護休業などで一定期間、会社を離れ
る際の社員の不安感を和らげるため、「復帰プラン」
を作成している。
　社員から出産や介護の必要な事情の報告があっ
た時点で担当課が面談し、社内の利用できる制度を
細かく説明する。休業１カ月前にも再度面談し、業務
引継ぎや連絡の取り方などを確認。休業中も会社の
情報を定期的に伝える。復職を待つ会社の思いを伝
え、孤立しないよう配慮することで、社員からは「戻
りやすかった」と好評だ。
　山田社長は「わが社でキャリアを積み続けてもら
うためにも、笑顔で働ける職場づくりを今後も目指
したい」と考えている。

介護や育児で休業する前には面談を重ね、不安を解消するように努めている

株式会社ヤマタホーム
（鳥取市・従業員５２人）

（令和3年1月27日 日本海新聞掲載）

15イクボス・ファミボスの実践





Ⅲ.  働きやすい職場づくりを応援する鳥取県の制度等

　仕事と家庭の両立に配慮し、誰もが働きや
すい職場環境づくりを積極的に進める企業
を「鳥取県男女共同参画推進企業」として認
定しています。認定された企業又は認定を申請する企業
には、就業規則の整備を支援するための社会保険労務士
の派遣が無料で受けられるなどの支援があります。

◎鳥取県男女共同参画推進企業認定制度

お問い合わせは、女性活躍推進課まで　電話0857-26-7792

●詳しくはこちら

とりネット  男女認定

　鳥取県男女共同参画推進企業のうち、管理的地位に占め
る女性割合を30％以上にすることを目指した3年間の行
動計画を策定し、人材育成や環境整備に取り組む企業を

「鳥取県輝く女性活躍パワーアップ企業」として登録して
います。登録された企業には、女性の人材育成や就業継続
に向けた取組に要する経費の一部を補助します。

◎鳥取県輝く女性活躍
　パワーアップ企業登録制度

お問い合わせは、女性活躍推進課まで　電話0857-26-7792

●詳しくはこちら

とりネット  パワーアップ企業

　県内の企業・団体等が、ワーク・ライフ・バランスの推進
に関する研修等（イクボス・ファミボス養成塾）を実施する
際に講師を派遣します。

◎イクボス・ファミボス養成塾

お問い合わせは、女性活躍推進課まで　電話0857-26-7792

●詳しくはこちら

とりネット  イクボス・ファミボス養成塾

　イクボス・ファミボス宣言企業の人材確保を応援するた
め、宣言企業を対象とした合同企業説明会を開催します。

◎仕事と家庭の両立を応援する企業の
　企業説明会

お問い合わせは、女性活躍推進課まで　電話0857-26-7792

●詳しくはこちら

とりネット  仕事と家庭の両立企業説明会

　在宅勤務や短時間正社員など多様で柔軟な働き方の制
度導入にあたり、具体的な運用等を検討している企業に対
し、既に実践している企業と1対1で相談できる機会を提供
します。

◎多様な働き方の導入相談支援

お問い合わせは、女性活躍推進課まで　電話0857-26-7792

●詳しくはこちら

とりネット  多様な働き方導入相談

以下の支援を行います。
・相談に応じて専門家を無料で派遣
・働き方改革を学ぶためのセミナーを開催
・各業界団体等と協力して働き方改革の取組を促進、実施      
　を支援　など

◎働き方改革（働きやすい職場づくり、
　生産性向上）のワンストップ支援

お問い合わせは、とっとり働き方改革支援センターまで
電話0120-833-877

●詳しくはこちら

とりネット  働き方改革

　従業員の将来の介護リスク等の把握や介護に直面した
時の対応、公的サービスの情報など、介護と仕事の両立につ
ながる助言を行うコーディネーターを無料で派遣します。

◎介護支援コーディネーターの派遣支援

お問い合わせは、女性活躍推進課まで　電話0857-26-7792

●詳しくはこちら

とりネット  介護コーディネーター

　男性従業員に育児参加休暇、育児休業、介護休暇、介護
休業、短時間勤務を取得させた事業主、または従業員（性
別不問）に不妊治療休暇を取得させた事業主（従業員100
人以下）に奨励金を支給します。
支給額：各10万円。不妊治療休暇は1万円/1日（5千円/半日）
　　　  ※要件等あり

◎企業のファミリーサポート休暇等
　取得促進奨励金

お問い合わせは、子育て王国課まで　電話0857-26-7573

●詳しくはこちら

とりネット  ファミサポ奨励金

※「鳥取県輝く女性活躍パワーアップ企業」登録に向けた第一段階として、管理的地位に
　占める女性割合の目標値を15％以上とする「鳥取県輝く女性活躍スタートアップ企業」
　登録制度もあります。

17イクボス・ファミボスの実践
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